
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１０月２日              NO,２７３ 

 

 「みなかみ紀行」は若山牧水が、 

長野県・群馬県・栃木県をめぐった 

一部を綴ったものです。 

 牧水は沼津の自宅を大正１１年（ 

１９２２）１０月１４日に出発し、 

１１月５日にもどりました。 

 「みなかみ紀行」は、利根川の水 

源を訪ねるという意味で命名され、 

２３日間の長旅となり、牧水の紀行 

文中では最長となっています。 

 牧水は、１０月２５日、沼田から 

            片品川に沿って歩いて、老神温泉に 

            むかい、そこで一泊しました。 

             牧水が泊まった頃の老神温泉は、 

            宿には風呂がなく、河原にわく温泉 

            に入りに行っていました。 

             その名残を今も、片品川に見るこ 

            とができます。 

 老神温泉の牧水橋のたもとにあ

歌碑          る歌碑は、沼田から一緒に来た生方 

吉次との別れる時に番傘に書いた 

歌が刻まれています。 
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れ
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 老神温泉そば祭りが 9 月２４日・２５日の２日間、老

神温泉でおこなわれ、そば打ち段位認定では、二段の部    

４８人、初段の部４８人が県内

外から参加しました。 

 大会には利根実業高校の生徒 

も参加し、日頃の練習の成果を 

披露しました。 

 ９月定例市議会に提出された、「住宅リフォーム助成制

度創設を求める請願」が、全会一致で採択されました。 

 請願では、住宅リフォームが、地域経済に大きな波及

効果を生み出し、地域経済の活性化につながることから、

沼田市でも住宅リフォームに助成制度を創設するよう求

めていました。 

 ９月定例市議会は９月２７日、本会議を開き、平成２２年度沼田市一般

会計及び特別会計７件の歳入歳出決算の認定などを採決し、閉会しました。 

 前年度の一般会計決算と特別会計７件、水道事業会計決算については、

日本共産党議員団以外の賛成多数で認定されました。 

 討論で大東議員は、防犯灯の電気料補助金など一律に補助金をカットす

るのではなく、必要なものにはしっかりと財政の支援を 

おこない、行財政改革は必要なものと無駄をしっかりと 

仕分けし、必要なものには手厚くすることを求めました。 

 さらに、市民の安全と安心をまもり、くらしと福祉の 

向上、市民の満足度を高める施策の充実を求めました。 

 大東議員は一般質問で、椎坂１号トンネル（椎坂利根トンネル）と椎坂

２号トンネル（椎坂白沢トンネル）の間、約１８０メートルが外に出るこ

とからしっかりとした除雪対策と、園原の人が利用できるようにバス停の

設置を求めました。 

 市長は、椎坂１号トンネルについて、１０月頃から掘削を開始する予定

であることを明らかにし、トンネルの間の除雪について「ロードヒーティ

ングによる融雪を計画している」と答え、バス停の設置については、「関越

交通で検討をおこなっている」と答えました。 


